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 第 3 章では，最初のトランスバースクラック発生時の巨視的ひずみを初期破壊ひずみと
定義して，ボイドが CFRP 積層板の初期破壊ひずみに影響を及ぼす微視的機構を明らかにす
ることを目的とした．ボイド体積含有率 Vv の異なる 3 種類の試験片を用いて，SEM 内にお
いて 3 点曲げその場観察試験を実施した．初期破壊ひずみは，Vv の増加に伴って減少する










 第 4 章では，ボイドに伴う応力集中が CFRP の樹脂支配型強度に及ぼす影響を明らかにす
ることを目的とした．製造時欠陥として意図的にボイドを発生させた CFRP 一方向積層板の
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平板とＬ字型の試験片を用いて，CFRP 積層板中のボイドの形状や分布に関する特徴と強度
との関連を評価した．ここでは，通常の航空機の設計データを得る際などと同様の短冊形
試験片を用いた試験を実施した．繊維直交方向引張強度（Transverse Tensile Strength; 
TTS），層間せん断強度（Interlaminar Shear Strength; ILSS），層間引張強度（Interlaminar 
Tensile Strength; ILTS）の 3 つの樹脂支配型強度に関する試験の結果，強度はいずれも
ボイド体積含有率 Vv の増加に伴って低下した．TTS と ILSS の Vv に対する強度低下率はほぼ






















見通しが得られた点で有用である．また，X 線 CT による詳細なボイド寸法の計測が一つの
重要なツールとなると考えられる． 
 第 6 章は結論であり，本論文で得られた成果について要約している． 
  



































また，平成 30 年 1 月 19 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた．  
要旨公開可能日：     年   月   日以降 
 
